
 

 

 

研究主題及び副主題 

なりたい自分になるために学び続ける児童の育成 

～肯定的・対話的な関わりによる教育課程の実践を通して～ 
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Ⅰ 研究の構想 

１ 主題設定の理由 

(1) 児童の学びの姿から 

学級活動の授業で５年М子は，「学習で発

表するという目標を決めてがんばった。間違

えてもいいからやらないで後悔するよりやっ

て後悔する方がいいと思って毎日努力した。

何事にも逃げずにその事に向かっていく力が

付いたと思う。これからも将来につながる力

を付けていきたい。みんなが聞いてくれるか

らがんばれる。」と，キャリア・パスポート

に振り返りを記述した。私たちは，М子の振

り返りとの対話を通して，全ての児童が「今

学んでいることは大事だ。将来に役立つこん

な力が付くのだから。」と学びの価値を実感

し，学び続けることができるようにしていく

ことを確認した。さらに，М子の学び続ける

姿は，学級の肯定的・対話的な関わりの中で

育まれていることに注視した。どんなに社会

が変化しようとも，他者と協力・協働しなが

ら学び続けることができる「一生もんの力」

を育てていきたいと全教職員で共有し，令和

４年度の研究をスタートさせた。 

(2) 研究の経過から  

棚倉町教育委員会方針のもとに，学習指導

要領総則で述べられている特別活動を要とし

たキャリア教育の充実，社会的・職業的自立

に必要な資質・能力の育成等を踏まえて，な

りたい自分になるために学び続ける児童の育

成を目指している。「子どものよさに目を向

ける」を信念とし，キャリア教育の視点を生

かした資質・能力の向上に取り組んできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前年度の研究において，特筆すべきは，学び

の価値の実感と学力との相関を見ることがで

きた点である。この成果は，目先の目的達成

後に剥落する知の危険性等，教育課題の解決

と学習指導要領前文が示している生涯にわた

って学習のつながりを見通すことの具現化に

つながると考えている。 

これらの成果を踏まえて，令和４年度はМ

子の学びの姿から新たに得た学び続けるため

の肯定的・対話的な関わりを基盤に，全児童

のなりたい自分を実現したいと考えた。 

２ 研究主題及び副主題について     

(1) 「なりたい自分」について 

 児童が学び続けるためには，夢や希望，憧

れる自己のイメージの獲得等，目標とする自

分の姿を具体的に思い描くことが必要である。

なぜなら，思い描いた自分の姿に近づくため

に努力した過程や結果で得た学びが，次の学

びへの原動力につながるからである。そこで，

「なりたい自分」を思い描いた目標とする自

分の姿と捉える。なりたい自分の設定と実現

においては，教師や児童同士の肯定的・対話

的な関わりが重要な役割を果たすと考えると

ともに，目標とする自分の姿は，授業一単位

時間や１日の生活等短期的なものから，四半

期，学年等中長期的なもの，中学校以降の進

路や将来の夢にまで至ることを念頭に置く。 

(2) 「学び続ける」について 

 中央教育審議会答申では，教科等を学ぶ本

質的な意義の明確化，学習指導要領では，学

習の見通しを立てたり学習したことを振り返

ったりすることによる主体的・対話的で深い



 

 

学びの実現に向けた授業改善の重要性を挙げ

ている。これらの趣旨は，キャリア教育との

密接な関連を示すものであり，学び続けるた

めには，「Ｐ自己を知り目標を決める」「Ｄ個

人，協働で実践する」「Ｃ振り返る」「Ａ次の

目標を決める」のＰＤＣＡサイクルの確立に

より，学ぶ価値を見出す指導の工夫が求めら

れていると捉えた。そこで「学び続ける」と

は，自己を知り，設定したなりたい自分の姿

に近づくために個人や協働で実践し，その過

程や結果で得た学びを振り返り，それらの学

びをつないで次のなりたい自分へと，学びを

連続させていこうとする態度とした。 

(3) 「肯定的・対話的な関わり」について 

 学習指導要領においては，ガイダンスとカ

ウンセリングの機能の充実，キャリア教育の

手引きにおいては，日常生活の中での一人一

人との対話を通した個別支援の充実，さらに，

生徒指導提要においては，個々の成長を促す

指導の充実等を挙げている。全教職員が実践

している「よさに目を向ける」教育の充実に

向けて，これらの趣旨を踏まえ，「肯定的・

対話的な関わり」を，児童一人一人の現状の

把握を土台として，児童の思考やよさを受け

止め，自覚していない思考やよさへの気付き

を促す働きかけをしながら，児童自らに考え

させ，次の成長や発達につなげることを意識

した関わりのこととした。「資質・能力は，

教師や友達等の肯定的な対話を通して育まれ

る」という考え方を大切にしていく。 

３ 研究仮説 

全ての教育活動における肯定的・対話的

な関わりを基盤とし，設定した資質・能力

を育成するためのカリキュラム・マネジメ

ントを行い，特別活動を要としたキャリア

教育の充実を図れば，なりたい自分になる

ために学び続ける児童を育成することがで

きるであろう。 

４ 研究内容・方法 

 児童一人一人がなりたい自分になるために

学び続けている姿「～学びを通して，～姿に

成長している」を集積し，児童の学びの姿か

ら教育課程の有効性を検証，改善していく。 

(1) 育てたい資質・能力の設定と四半期制評

価サイクルの確立 

 育てたい資質・能力を設定して，児童を見

取る視点を明確にし，肯定的・対話的な関わ

りを通して，資質・能力向上を図っていく。

私たちが設定する資質・能力は，学習指導要

領が目指すところと軸は同じであり，社会

的・職業的自立に向けて必要な「基礎的・汎

用的能力」と重なるものである。資質・能力

は，学校経営ビジョンに示す児童の姿や各種

調査等から，目の前の児童に育てたい力を各

学年が３か月という四半期ごとに見直し設定

する。各学年が設定した資質・能力をもとに，

全ての児童がなりたい自分を意思決定できる

よう教師や児童同士が肯定的・対話的に関わ

る。加えて，評価サイクルも四半期で回し，

設定した資質・能力の達成状況，四半期の成

果を全教職員で共有して，次に学びをつなぐ。 

(2) 「ほめポイント」４つの化 

 各学年で設定した資質・能力を子どものレ

ベルで具体化したものを「ほめポイント」と

して全教職員が共通理解し，認め，ほめ，育

成すべき児童の姿とする。この「ほめポイン

ト」が，非認知能力を育み，真の学力向上に

つながる重要な役割を担っていることは，ふ

くしま学力調査分析報告書からも確かである。

「ほめポイント」を数多く見取り，資質・能

力を育成するために「見える化」「共有化」

「意識化」「強化」という４つの化で実践し

ていく。加えて，児童の「ほめポイント」を

通知表，三者面談等において家庭と共有する

ために，キャリア・パスポートを活用し，保

護者からの肯定的・対話的な関わりを増やす。 

(３) 設定した資質・能力を育むためのカリ

キュラム・マネジメント      

各学年が設定した資質・能力「ほめポイン

ト」を育むために，四半期ごとにカリキュラ



 

 

ム・マネジメントを行う。教科等横断的な視

点で配列した単元や領域等は表にまとめ，

「キャリア教育関連表」として各学年の廊下

に掲示し，教師と児童が，「ほめポイント」

と学びのつながりを繰り返し意識できるよう

にするとともに，児童が，教師や友達から

「ほめポイント」を数多く見取られ，なりた

い自分のＰＤＣＡサイクルを回せるよう，意

図的・計画的・系統的につないで指導する。

あわせて，四半期ごとに教育活動を点検，評

価する。 

(4) キャリア教育の視点を生かす授業改善 

 「この学習でこんな力を付けたい。」等と，

児童が学びの価値を実感し，学びを連続させ

ていくことができるよう，主体的・対話的で

深い学びの実現に向けた授業改善を行う。肯

定的・対話的な関わりを基盤として，「授業

づくり３つの柱（柱１「授業スタンダード」

をもとに整理した５つの留意点。柱２単元や

題材で学んでいることと他教科，社会生活等

とのつながりの見通し。柱３「ほめポイント」

の位置付け。）」を軸に，筑波大学教授藤田晃

之氏が示している教科を通したキャリア教育

の充実を図り，各教科等で育みたい資質・能

力の育成を目指す。加えて，互見授業週間や

一人１授業実践を意図的，計画的に設定し，

専科担当の高いスキルや教師個々のよさ等を

学び合い，自己の授業改善につなげる。 

(5) 特別活動を要としたキャリア教育の充実 

 「特別活動を要とする」ためには，児童が

学習や生活の見通しをもち，振り返ることを

積み重ねながら，自己の成長を実感し学びを

つなぐことができるよう教育活動全体を通し

たキャリア教育の充実が求められる。そこで，

学校行事や町主催事業，地域人材等を活用し

た学習を意図的・計画的に行うとともに，教

育活動全体を通した児童の学びを，キャリア

教育の要である学級活動(３)で肯定的・対話

的につなぎ，次のなりたい自分への意欲を高

める。あわせて，児童のなりたい自分をキャ

リア・パスポートに累積し，学びが連続する

ように次の学年や中学校に確実に引き継ぐと

ともに，児童一人一人と対話するための大切

なツールとして有効活用する。加えて，教師

と児童，児童同士のよりよい関係づくりを醸

成するための活動を教育課程に位置付け，意

図的・計画的・系統的に実践する。 

Ⅱ 研究の実際 

 私たちは「資質・能力は，教師や友達等の

肯定的な対話を通して育まれる」の考え方で，

教育活動全体を通して取り組んできた。加え

て，全教職員が安心して児童の前に立つこと

ができるよう，棚倉町教育委員会に指導助言

を仰ぎながら，キャリア・カウンセリングや

カリキュラム・マネジメント等の校内研修

（資料１）を積み重ねた。授業においても，

担任及び専科担当が一人１授業，年間１８授

業に上る授業研究を行い，授業改善に努めた。

ここでは，なりたい自分になるために学び続

けた児童の姿をもとに，指導の実際を精選し

て紹介する。 

１ 各学年の実践 

(1) 第１学年 

第１四半期の資質・能力を「聞く力」と設

定し，生活科，運動会，算数科等を配列

（図１）し，学びをつないで指導した。 

１学年は，前年度の教育課程編成において，

幼稚園で身に付けた「聞く力」を入学直後に

つなげて育成

することの有

効性を確認し

ていたため，

第１四半期に

「聞く力」を

設定した。 

生活科「が

っこうだいす

き」のインタ

ビュー活動に

おいて，相手

図１ 第１四半期キャリア

教育関連表 



 

 

の目を見て聞く姿等「ほめポイント」を見取

り価値付けた。聞くとよく分かるという学び

を運動会につなげ，最後まで話を聞く姿等

「ほめポイント」を見取り価値付けた。さら

に，算数科「たしざん」につなぎ，加法の意

味理解を深めた。学年集会「第１四半期の振

り返り」では，聞く力を身に付けた姿「ほめ

ポイント」を称賛し，聞く力の価値について

児童と共有した。 

【担任の見取りによるＫ男の学びの姿】 

Ｋ男は運動会練習で，話を最後まで聞いて

いなかったために行動できず，しょんぼり

していた。Ｋ男に，「どうしたの？」と問

いかけると，「最後まで話を聞かなかった

から・・。」と話した。自分の失敗に気付

いたＫ男に「最後まで話を聞こうと思った

んだね。」と伝えた。翌日の練習で見せた

教師の話を最後まで真剣に聞いて自信をも

って取り組む姿「ほめポイント」を価値付

けた。最後まで話を聞くことの大切さを学

んだＫ男は，授業においても最後まで話を

聞き，自分から手を挙げて発表することが

できる姿に成長している。 

(2) 第２学年        

第１四半期の資質・能力を「いつでもどこ

でもあいさつができ，時間を守る力」と設

定し，学級活動，交通教室，生活科等を配

列し，学びをつないで指導した。資料２ 

低学年ブロックの交通教室において，１年

生のお手本になり交通ルールを守って歩く姿

や，地域の方に挨拶する姿等「ほめポイント」

を見取り価値付けた。その学びを生活科「は

るだ！きょうから２年生」の学校案内につな

ぎ，１年生のお手本になって廊下の右側を歩

く姿や時間通りに案内する姿等「ほめポイン

ト」を見取り価値付けた。その力を運動会練

習につなぎ，大成功の喜びを味わわせた。 

【担任の見取りによるＲ男の学びの姿】 

１年生の時は，泣きながら母親と登校して

きたＲ男が，進級してすぐの学年集会で第

１四半期に育てたい力を知ると，翌日から 

登校班で登校できるようになった。学年で

設定した資質・能力とＲ男の進級への意欲

が重なった。登校班で登校してくるＲ男の

姿を見取り「１年生のお手本ね。」と繰り返

し価値付けた。家でもなりたい自分に近づ

くために努力していることを保護者から聞

き，「１年生のお手本だね。いい力がついて

いるね。」と価値付けた。Ｒ男は，挨拶の声

も大きくなり，みんなによりよい行動を呼

びかける姿に成長している。資料３ 

(3) 第６学年          

第２四半期の資質・能力を「自分のよさを

発揮する力」と設定し，夏休み，学級活

動，修学旅行，総合的な学習の時間等を配

列し，学びをつないで指導した。資料４ 

第２四半期に位置付けている夏休み中にお

いても，中学校との連携を図った学習計画表

（資料６）を活用し，自分のよさを発揮し

て課題に取り組む姿等「ほめポイント」を見

取り価値付けた。学級活動(２)「男子と女子，

力を合わせて」では，男女共に協力して様々

な課題を解決していこうとする実践意欲を高

め，修学旅行につなげた。修学旅行では，先

を見通す力等のよさを発揮して，班活動の計

画を立てる姿等「ほめポイント」を見取り価

値付け，当日への意欲を高めた。困っている

児童には，本児のよさを伝えながら，解決方

法を一緒に考えた。学年集会「修学旅行の振

り返り」では，児童同士が見取った「ほめポ

イント」を共有し，今後の学校生活への意欲

につなげた。第２四半期末の学級活動(３)

「振り返りと第３四半期の目標」（資料７）

において，教師の「価値付ける」「語らせる」

「つなぐ」といった肯定的・対話的な関わり

（図２，図３）により，児童は，成長を自覚

し主体的に目標を意思決定することができた。 

【担任の見取りによるМ子の学びの姿】 



 

 

仲良しの友達が近くにいないと行動できない

ことが多かったМ子が，修学旅行において班

活動の計画を立てたり，見学場所に予約の連

絡を取ったりする等，班のために自ら行動す

る姿が見られるようになった。その姿は学校

生活全般にも広がり，誰かが困っていると寄

り添って困り感を受け止め，解決策を考える

等，自分から行動する力を高めた。縦割り清

掃や登校班においても，М子のよさである優

しさと自分から行動できる力を発揮し，１年

生の面倒をよく見て，下級生から慕われる存

在に成長している。資料５ 

(4) 第５学年 

第３四半期の資質・能力を「困難なことで

も失敗を恐れず最後まで取り組む力」と設

定し，音楽会，算数科，学級活動等を配列

し学びをつないで指導した。資料８ 

学級活動(３)で意思決定した音楽会の目標

であるなりたい自分に近づくために，友達と

協力して課題を解決しようとしている姿等

「ほめポイント」を見取り価値付けた。第１，

第２四半期に育んだ「協力・協働する力」や 

「自己のよさを肯定する力」をつなぎ，一人

では困難なことでも自分のよさを発揮し仲間

と協力すればやり遂げることができるという

経験を積み上げた。算数科では算数専科によ

るコース別指導を行い，粘り強く学習する姿

を価値付けた。なりたい自分を目指して自己

の学習スタイルに合ったコースを選び，生き

生きと学ぶ児童の姿があった。教師の肯定

的・対話的な関わりが自分で決めてやり遂げ

る力を育成した。これらの学びを冬休みの生

活につなぎ，最後まで取り組む姿等「ほめポ

イント」を見取り価値付けた。 

【担任の見取りによるＴ男の姿】 

Ｔ男は，なりたい自分を「あきらめないで

ずっと前を見る自分」と設定し達成に向け

てがんばった。総合的な学習の時間に，地

域の農家さんから「農業は，特に算数が大

事だ。」等，日頃の学習が将来いかに役立つ

かという話を聞いた。農業に興味をもって

いるＴ男は，その後，算数では学びを広げ

深める「しみずコース」を選択し意欲的に

学習するようになった。さらに，なりたい

自分に向かってがんばろうと，友達のため

に意欲的に働く姿も見られるようになっ

た。嫌なことがあると登校を渋りがちだっ

たＴ男が，学校を休まなくなり，生き生き

と生活する姿に成長している。  資料９ 

以下の授業実践においても，自分の考えを

もって粘り強く課題を解決する力を高めた。 

【算数科 割合 しみずコース】 資料 10 

授業づくり３つの柱をもとに，日常生活の

場面で割合を活用して判断する力の育成をね

らって実践した。これまでの学びをつなぎ，

数直線，図，言葉の式等，数学的な見方・考

え方を働かせながら，粘り強く考えている姿

等「ほめポイント」を見取り価値づけた。図

４に見られるような「語らせる」「つなぐ」

「復唱・肯定」といった肯定的・対話的な関

わりを大切に課題解決へ導いた。加えて，誤

答には，「ここまでは，学びをつなげて考え

図３ 個人への肯定的・対話的な関わり 

図２ 集団への肯定的・対話的な関わり 



 

 

ていてすばらしいね。」等と「部分肯定」し，

解決までのプロセスを丁寧に見取り，肯定

的・対話的に関わる教師の姿があった。 

(5) 第４学年       

第３四半期の資質・能力を「自分が興味を

もったことに，粘り強く取り組む力」と設

定し，道徳科，理科，総合的な学習の時間

等を配列し学びをつなぎ指導した。資料 11 

道徳科において，ふくしま道徳教育資料編

「たいこの音」で粘り強く取り組んでいこう

とする心情を養い，理科「とじこめた空気と

水」では，「はてな？」をもとに実験し，改

善点を考える姿等「ほめポイント」を見取り

価値付けた。その学びを音楽会練習や毎日の

自主学習（資料 13）につなぎ，納得するま

で取り組む姿等「ほめポイント」を価値付け

た。高まった力を総合的な学習の時間「棚倉

で働く人たち」の探究活動につなぎ，「はて

な？」をもとに仕事のやりがい等について熱

心にインタビューしたり追質問したりする姿

等「ほめポイント」を見取り価値付けた。あ

わせて，以下の授業実践で働くことのよさに

ついて学びを深めた。 

【総合的な学習の時間 棚倉で働く人たち】 

 授業づくり３つの柱を踏まえ，役場見学で

学んだこ

とをもと

に，職業

観や郷土

愛 を 深

め，５年

生以降の

学びにつながるよう実践した。児童の考え

（図５）に丸を付けながら称賛し，一人一人

の考えを肯定的（図６）に受け止めたことで，

児童同士も互いの意見を尊重し，共感し合う

ことができた。児童

が考えた「たくさん

の人を笑顔にする」

等の働くことのよさ

を，今の学校生活や

家庭生活につないだ

ことで，今の学びが

将来につながっていることに気付かせること

ができた。           資料 14 

【担任の見取りによるＳ子の学びの姿】 

Ｓ子は，実力はあるが進んで前に出るタイ

プではない。工夫した自学ノートを学年通

信で紹介したことで，友達に称賛され，ス

ケジュールプランナー（学習予定と連絡事

項を記入するもの）を通して他の保護者に

も称賛され，自信をつけた。宿題以外の学

習に地道に取り組み，学級でただ一人，漢

字，算数コンクールどちらも満点を取るこ

とができた。音楽会でも楽器のオーディシ

ョンに自ら挑戦する等，積極性を発揮する

姿に成長している。     資料 12 

(6) 第６学年           

第３四半期の資質・能力を「あきらめずに

取り組み，自己のさらなる成長を実感でき

る力」と設定し，総合的な学習の時間，町

交流，学級活動等を配列し，学びをつない

で指導した。          資料 15 

総合的な学習の時間「地域の伝統を受け継

ぐ人の考えに触れよう」では，失敗しても何

度でも和太鼓練習に挑戦している姿等「ほめ

ポイント」を見取り価値付けた。毎時間の振

り返りでは，児童同士がよさを認め合い，改

善点を出し合う等，さらなる成長に向けて主

体的に話し合う姿を大いに称賛した。タブレ

ット端末で個々と集団の成長を記録したこと

により，児童が自覚していないよさに気付か図５ 児童のワークシート 

図６ 児童の考えを受

け止める様子 

図４ 話合いでの肯定的・対話的な関わり 

 



 

 

せることができた。高まった力を，持久走記

録会，町交流学習等につなぎ，苦手なことで

も自己の成長を目指しがんばる姿等「ほめポ

イント」を見取り価値付けた。 

さらに，以下の授業実践において，これま

で身に付けた力の価値に気付かせた。 

【学級活動(３)よりよい自分へワンアップ】 

授業づくり３つの柱をもとに，今身に付け 

ている力や学びの価値に気付き，希望をもっ

て中学校進学できるようにしたいと考え実践

した。中学生やＰＴＡ会長さんから聞き取っ

た小学生のうちに身に付けておきたい力とそ

の根拠を提示したことで，児童はこれまで身

に付けた力は，中学校や将来につながる力で

あり，中学校に向けてすでに日々準備をして

いることに気付いた。児童は，今後の目標を

意思決定し，「進学に不安をもっていたが，

今までみたいに経験して力を付けていこうと

思った。」等と振り返った。    資料 16 

(7) 第３学年            

第４四半期の資質・能力を「自分のよさを

理解して，自己の目標に意欲的に取り組む

力」と設定し，体育科，総合的な学習の時

間，国語科等を配列し学びをつなぎ指導し

た。             資料 17 

 体育科「なわとび」では，あきらめない力

等の自分のよさを生かして目標達成に向けて

練習する姿等「ほめポイント」を見取り価値

付けた。「やればできる」の経験を，総合的

な学習の時間「南中ソーランを伝えよう」に

つなぎ，声をしっかりと出して踊る姿等，よ

さを発揮して取り組む姿「ほめポイント」を

見取り価値付けた。国語科「わたしたちの学

校じまん」では，タブレット端末を効果的に

活用して調べたことをまとめる等，自分の得

意を生かして学ぶ姿「ほめポイント」を見取

り価値付けた。「キャリア教育」をテーマに

プレゼンした班は，なりたい自分に近づくた

めにみんなが力をつけるからいい教育だと発

信した。配列した単元等に限らず，どの学び

においても「これは将来につながるね。」「こ

うすることでなりたい自分に近づけるね。」

等と，今の学びと将来とのつながりを見通し

て，児童のよさを価値付けた。学級活動(３)

「振り返りと３年生のまとめ」において，児

童は「よさを生かし４年生でもがんばりた

い。」と

振 り 返

り，次の

３年生に

手紙（図

７）を書

いた。 

【担任の見取りによるＹ男の学びの姿】 

Ｙ男は，自分のよさよりも友達のよさを見

つけ，認め，ほめることが得意である。帰

りの会で，その日に見つけた友達のよさを

みんなに伝えたり，自分を否定しがちな友

達によさをアドバイスしたりしていた。「あ

りがとう。Ｙ男さんから認められて〇さん

は嬉しいよ。」と繰り返し価値付けると，Ｙ

男は友達のよさを見つけることが自分のよ

さだと気付いた。「見つけた友達のよさを自

分の成長のために使って，新しいよさをつ

くりたい。」と，学びの連続性に気付き，実

践しようとする姿に成長している。資料 18 

Ⅲ 研究のまとめ 

１ 児童の変容 

(1) 令和４年度町キャリア教育意識調査から 

町が６月初めと１１月末に，町内４校の４

年生以上全児童を対象に紙面にて実施した

（図８）。研究前の平成３０年度と令和４年

度を比較すると，４つの能力全てにおいて，

％ 

図８ 町キャリア教育意識調査(児童 n195) 

図７ 次の３年生に書いた手紙 



 

 

肯定的に回答した児童の割合が顕著に向上し

た。令和４年度６月と１１月の比較において

は，１～４ポイントの増加傾向が見られた。 

肯定的に回答した児童の割合が特に高かっ

た項目は，以下の２つである。 

項目８ 自分にはよいところがあると思う 

項目１２ 何事も自分で考え，自分から取

り組むことが大切だと思う 

項目８では，肯定的に回答した児童の割合

は，８７％であり，平成３０年度１１月と比

較すると１６ポイントの増加，項目１２では，

９５％であり，調査項目の見直しにより比較

することはできないが，一定の高い水準と見

ることができる。 

これらは，児童のなりたい自分に肯定的・

対話的に関わったことで，自分で考え決める

経験を積み上げ，自己を肯定できるようにな

ったためと考える。加えて，町事業や地域学

校協働活動を通して，学び続ける大人たちの

魅力に気付いたことも要因の一つと考える。 

(2) 令和４年度Ｑ‐Ｕから 

 ６月初めと１１月末に全児童を対象に実施

し，学校生活における満足度を把握した。結

果（図９）を比較すると，１２月調査では満

足群が２７人増え７ポイント増加した。侵害

行為認知群においては，１７人減り５ポイン

ト減少した。  

これらは，教育相談部による校内研修「Ｑ

－Ｕ作戦会議」や生徒指導主事を中心とした

ケース会議，学年主任を核とした学年会等，

チーム支援方策の検討や全教職員の組織的ア

プローチ等が要因として考えられる。あわせ

て，教師，児童同士の肯定的・対話的な関わ

りを通して自分の思いを言葉にして伝えるこ

とのよさや学級づくり活動（資料 19）を通

して友達との関わり方を学んだことが，侵害

行為認知群の減少につながったと推察する。 

(3) 第５学年の各種調査の結果より 

キャリア教育を通して育む資質・能力と学

力との関係について以下にまとめた。 

令和４年度ふくしま学力調査において，学

力を伸ばした児童の割合は，国語科 47.7％

（県－4.8％），算数科 65.9％（県＋0.4％）

であり，平均正答率は国語科 50.6％（県－

4.6％），算数科 59.8％（県－3％）であった。    

約６か月後に実施した令和４年度１１月町

キャリア教育意識調査の学びの価値の実感に

関する項目の結果は図１０のとおりであった。 

さらに，約６か月後に実施した令和５年度

全国学力・学習状況調査の結果は，図１１の

とおりであった。国語科，算数科共に県平均

を上回った。これらは，令和４年度のふくし

ま学力調査の結果を踏まえて，強みと弱みを

分析し授業改善に努め，肯定的・対話的な関

わりにより教科で育む資質・能力を育成した

ことで，児童の学びの価値の実感や学習意欲

が向上し，学力向上につながったと考える。

加えて，令和５年度全国学力・学習状況調査

の質問紙調査「自分にはよいところがある」

では，肯定的に回答した児童の割合は，

93.5％であり，第７次福島県総合教育計画で

項　　　目 人数（人） 割合（％） 人数（人） 割合（％）

満足群 279 71 306 78
非承認群 42 11 38 10

侵害行為認知群 42 11 25 6
学校生活不満足群 29 7 25 6

R４：６月 R４：１２月

図９ Ｑ-Ｕ6月児童 n392  12 月児童 n394 

図 10 令和４年度町キャリア教育意識 

調査(児童ｎ51) 

図 11 令和５年度全国学力・学習状況 
調査(児童ｎ49) 



 

 

目指している 100％に近づく結果であった。 

(4) 児童自己評価と教師評価より 

四半期の終わりに，全児童と学級担任が，

設定した資質・能力の達成状況について評価

した。児童はキャリア・パスポートを活用し，

よさに目を向けるための肯定的な３段階評価

を，教師は指導に生かすための４件法による

評価をした（資料 20）。図１２のとおり，１

年間の終わりの第４四半期に，児童，教師の

肯定的な評価の割合が共に高まることから，

各四半期で育てたい資質・能力を，年間を通

して系統的に育成したことの有効性が伺える。 

(5) 令和４年度学校評価から 

 １２月に，全児童３９４名とその保護者，

全職員を対象に実施した。全１４項目のうち，

児童，保護者が共に高い割合で肯定的な回答

をしている４項目を精選して図１３に示した。 

これらは，全教職員が児童のなりたい自分

に肯定的・対話的に関わったことにより，自

己の表現を否定されない心理的な安全性が保

証され，温かな学級の雰囲気を醸成すること

ができ，児童の目標達成への意欲を育てるこ

とができたためと考える。このような児童の

よさを保護者自身が見取るとともに，通知表

や三者面談等において共有できたことが保護

者の評価につながったと考える。 

２ 研究の成果 

(1) 育てたい資質・能力の設定と四半期制評

価サイクルの確立  

四半期ごとに育てたい資質・能力を１つず

つ，年間で４つ全ての能力を設定（資料 23）

できたことは，児童を見取る視点が明確とな

り，資質・能力育成に有効であった。資質・

能力の設定においては，学校経営ビジョンで

示す児童の姿を具現化するためにルーブリッ

ク規準表（資料 22）を作成活用したことで，

学校教育目標と学年が育成する資質・能力，

児童が意思決定したなりたい自分が共に同じ

軸となり，資質・能力を効果的に育むことが

できた。児童は，教師や児童同士の肯定的・

対話的な関わりを通して，四半期という緊張

感をもって主体的になりたい自分を意思決定

できた。さらに，四半期ごとに成果を全教職

員で共有したことは，指導力向上の研修の機

会となり，児童の成長を振り返り，学びをつ

なぐために有効であった。加えて，系統的な

指導の充実，レバレッジ効果等が確認できた。 

(2) 「ほめポイント」４つの化 

四半期ごとに設定した資質・能力「ほめポ

イント」を，教職員，児童，保護者等が同じ

視点で見取るために「見える化」「共有化」

したことで，常に「ほめポイント」を見取り

育てようとする「意識化」が図られた。学年

の創意工夫により児童同士が「ほめポイント」

を伝え合う機会を設けたことは，資質・能力

を「強化」することに留まらず，自己肯定感

や学力の向上につながる有効な取組であった。

四半期ごとにキャリア・パスポートを活用し

て「ほめポイント」を価値付けたり，通知表

（資料 21）や三者面談等において保護者と

共有したりしたことは，教師と保護者が共に

肯定的・対話的に関わる機会を増やし，児童

の資質・能力の「強化」につながった。 

(３) 設定した資質・能力を育むためのカリ

キュラム・マネジメント 

四半期ごとにカリキュラム・マネジメント

を行い，キャリア教育関連表を作成活用した

ことで，「ほめポイント」を意識したり，学

図１３ 学校評価(児童 n394 保護者 n394) 

図１２  四半期評価(児童 n394 教師 n19) 



 

 

習への見通しをもったりすることができた。 

キャリア教育関連表に，教師や児童が見取

った「ほめポイント」を記入したことは，児

童が成長を自覚したり，なりたい自分のＰＤ

ＣＡサイクルを主体的に回したりすることに

つながる有効な取組であった。学びを振り返

る力も高まった（資料 24）。四半期末に，

資質・能力の達成状況とあわせて，全教職員

でキャリア教育関連表をもとにカリキュラ

ム・マネジメントの有効性について振り返っ

たことで，学びをつなげることができた。 

(4) キャリア教育の視点を生かす授業改善 

学びのつながりや「ほめポイント」の位置

付け等を重視した３つの柱（資料 25）をも

とに主体的・対話的で深い学びを実現する授

業改善に努めたことは，児童が学びの価値を

実感し，学習意欲や自己マネジメント力を高

め，各教科等で育みたい資質・能力を確実に

身に付けることにつながる有効な取組であっ

た。あわせて，「語らせる」「つなぐ」「復

唱・肯定」「（解決のプロセスに寄り添う）

部分肯定」等の肯定的・対話的な関わりは，

主体的・対話的で深い学びの実現につながる

大きな成果と考えている。加えて，授業研究

会や互見授業等を意図的・計画的に設定した

ことは，互いのよさを学び合い，授業改善に

つながる取組となった。さらに，教科担任制

やコース別指導等，児童の実態に合ったきめ

細かな指導を充実したことは，学力向上に大

きな効果をもたらした。 

(5) 特別活動を要としたキャリア教育の充実 

教育活動全体を，設定した資質・能力「ほ

めポイント」でつなぎ，キャリア教育の充実

を図ったことで，学級活動(３)において，

個々と集団の成長を「価値付ける」「つなぐ」

「語らせる」等の肯定的・対話的な関わりを

実現することができた。児童が自己や集団の

成長を自覚し，次のなりたい自分への意欲を

もつ等，なりたい自分のＰＤＣＡサイクルを

回すことができる有効な取組であった。地域

人材等を活用した学習においても，「ほめポ

イント」を明確にして行ったことで，児童の

キャリア形成を促し，職業・勤労に対する見

方・考え方を広げることができた。 

加えて，なりたい自分になるための大事な

学びの記録であるキャリア・パスポートを，

児童理解を深め，学びをつなぐためのツール

として，新担任や中学校につないだことで，

なめらかな接続につながった。さらに，学級

づくりの時間（資料 19）を教育課程に位置

付けて共通実践したことは，児童の多くが

「友達といい関係をつくるための方法がわか

った。」等と振り返る有効な取組であった。 

３ 研究の課題と今後の見通し 

本研究を通して見えてきた課題は，①全て

の教師が実践できるための肯定的・対話的な

関わりの技法の習得，②各教科等で育みたい

資質・能力とキャリア教育で育みたい資質・

能力の重なりが大きい単元や領域等の洗い出

し，③設定した資質・能力をより意識して育

成するためのカリキュラム・マネジメント，

④卒業までに身に付けさせたい資質・能力を

踏まえたルーブリック規準表の見直しである。

本校職員の強みは，経験年数に関係なく児童

のよさを語れる教育愛，課題解決に向けた協

働性と向上心，そして最も誇れる組織力であ

る。これらの強みをフルに生かして，全ての

児童のなりたい自分のために課題解決を目指

したい。 

以下は，３年生児童が縦割り清掃班の６年

生に書いた手紙である。 

肯定的・対話的に関わり，「よさに目を向

ける」教育が，児童にも具現化された姿であ

る。次年度も児童一人一人のなりたい自分に，

肯定的・対話的に寄り添い，学び続けること

ができる「一生もんの力」を育てていきたい。 

Hさんのいいところは，掃除のやり方が分からな

い時に優しく教えてくれるし，列がずれていたら優

しく注意して直してくれるのが，いいところです。あ

と，掃除の時間が過ぎても，やり残しがあったら

やってくれるし，本当にすごいと思いました。私も

高学年になったら，優しく教えたいです。



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

資料１校内研修資料「キャリア・カウンセリング」 
～キャリア・パスポートを活用した肯定的・対話的な関わり～ 

第２学年 第１四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示  学びを見通し振り返る～ 

２年生児童の学びの姿 キャリア・パスポート 
～なりたい自分になるためのＰＤＣＡサイクル～ 

資料２ 資料３



 

 

 

 

 

  

６年生児童の学びの姿 キャリア・パスポート 
～なりたい自分になるためのＰＤＣＡサイクル～ 
周囲に友達からのメッセージも添えられた 

 

第６学年 第２四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示  学びを見通し振り返る～ 

第６学年 第２四半期 夏休み学習計画表 
～夏休みもなりたい自分になるために，中学校との連携を図った学習計画表を作成活用～ 

／で消したり，✓を入れたりして，終わったことを見える化したことが，計画的に学習するためのポイント 

資料４ 資料５

資料６



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年 第３四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示  学びを見通し振り返る～ 

５年生児童の学びの姿 キャリア・パスポート 
～なりたい自分になるためのＰＤＣＡサイクル～ 

 

学
級
活
動
（３
）棚
小
モ
デ
ル

 

「
振
り
返
り
と
第
○
四
半
期
の
目
標
」
 

棚
小
モ
デ
ル

 
 

 
 

 
学
級
活
動
略
案
（
振
り
返
り
と
目
標
設
定
）

 

＜
実
施
時
期
＞

 
 
第
１
末
～
第
２
初
、
第
２
末
～
第
３
初
、
第
３
末
～
第
４
初

 

１
 
題
材
名

 
「
振
り
返
り
と
第
○
四
半
期
の
目
標
を
決
め
よ
う
」

 

２
 
本
時
の
指
導

 

（
１
）
目
標
 

自
分
や
友
達
の
よ
さ
を
全
体
で
共
有
し
、
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
、
次
の
四
半
期

の
目
標
を
決
め
て
、
学
校
生
活
へ
の
希
望
や
目
標
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。

 

 

（
２
）
第
○
四
半
期
の
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
の
ほ
め
ポ
イ
ン
ト
 

 
 
・

 

（
３
）
展
開
 

学
習
活
動
・
内
容

 
○
指
導
上
の
留
意
点

 
 

 
※
評
価

 

１
 
第
○
四
半
期
の
め
あ
て
に
つ
い
て

 

振
り
返
り
、
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

 

（
例
）
が
ん
ば
っ
た
こ
と
を
ふ
り
返
り
、

 

こ
れ
か
ら
が
ん
ば
る
こ
と
を
決
め
よ
う
。

 

       ２
 
課
題
を
解
決
す
る
。

 

（
１
）
め
あ
て
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た

こ
と
を
ふ
り
返
り
、
次
の
目
標
に
つ
い
て

話
し
合
う
。

 

  （
２
）
な
り
た
い
自
分
を
考
え
る
。

 

   （
３
）
な
り
た
い
自
分
を
見
つ
め
直
す
。

 

      ３
 
本
時
の
振
り
返
り
を
行
う
。

 

（
１
）
な
り
た
い
自
分
を
決
め
る
。

 

 

（
２
）
ペ
ア
や
全
体
で
交
流
し
、
励
ま
し
合
う
。 

○
 
事
前
に
行
っ
た
自
己
評
価
と
第
○
四
半
期
の
ほ
め
ポ
イ
ン
ト
（
写
真

等
が
あ
る
と
よ
い
）
を
提
示
し
、
目
標
に
向
か
っ
て
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
、
本
時
へ
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
。

 

        ○
 
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
を
も
と
に
目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
て

き
た
こ
と
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
次
の
四
半
期
に
が
ん
ば
り
た
い
こ

と
を
み
ん
な
で
話
し
合
う
こ
と
で
、
次
の
目
標
で
あ
る
な
り
た
い
自
分

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

  ○
 
次
の
目
標
を
記
述
し
て
い
る
児
童
の
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
に
〇

を
つ
け
た
り
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
粘
り
強
く
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 ○
 
児
童
の
な
り
た
い
自
分
が
実
態
と
合
う
よ
う
に
肯
定
的
、
対
話
的
に

関
わ
る
と
と
も
に
、
全
体
で
交
流
す
る
こ
と
で
、
な
り
た
い
自
分
を
見

つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 

 
 

 
 

※
 
次
の
四
半
期
の
目
標
を
立
て
て
い
る
。

 

（
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
、
発
表
）

 

 ○
 
こ
れ
ま
で
身
に
付
け
た
力
を
つ
な
げ
て
次
の
力
を
身
に
付
け
て
い

く
こ
と
は
自
己
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
（
具
体
的
な
場
面
等
）
伝

え
る
こ
と
で
、
実
践
意
欲
を
高
め
る
。

 

   

事
前
に
、
キ
ャ
リ
ア
・
パ
ス
ポ
ー
ト
の
「
最
後
の
月
」
と

「
全
体
の
振
り
返
り
」
を
記
述
さ
せ
て
お
い
た
り
、
毎
日
ち

ょ
こ
ち
ょ
こ
振
り
返
っ
た
り
し
て
お
く
と
、
児
童
の
実
態
に

合
っ
た
導
入
が
し
や
す
く
、
大
事
な
目
標
設
定
に
時
間
が
か

け
ら
れ
る
。

 

な
り
た
い
自
分
を
意
思
決
定
し
た
ら
、
児
童
同
士
の
肯

定
的
な
関
わ
り
（「

い
い
目
標
だ
ね
」「

○
○
ち
ゃ
ん
に

合
っ
て
る
ね
」、
「
一
緒
に
が
ん
ば
ろ
う
」）

等
を
促
す

こ
と
が
大
事
。

 

練 

資料７

資料８ 資料９



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生児童の学びの姿 キャリア・パスポート 
～なりたい自分になるためのＰＤＣＡサイクル～ 

 

第５学年しみずコース 算数科学習指導案「割合」  

第４学年 第３四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示  学びを見通し振り返る～ 

育てたい
資質・能力

目指す姿

学年テーマ

月 10 11 12

行
事

体
験

学
級

づ
く
り

教
科

特
別
活
動

総
合

道
徳
科

第4学年　　　第3四半期キャリア教育関連表

課題対応能力

自分が興味をもったことに，
粘り強く納得するまで取り組むことができる

「はてな？」をプラス！納得するまで続けよう。

・ルール確認 ・ハッピー＆ハッピーT ・異年齢交流

ひ
と

「棚倉で働く人たち」

探究活動２
（役場見学、発表会）

終業式 始業式

音楽会 持久走記録会

漢字・算数

コンクール

学級活動
音楽会を成功させよう

冬休み

理科
とじこめた空気と水

国語
みんなで楽しく

過ごすために

「たいこの音」
希望と勇気，努力

と強い意志

第５学年コース別 算数科学習指導案 

 

日 時：１２月９日（金）５校時   場 所：５年１組教室   指導者： 

 

 
１ 単元名  「割合」 
 
２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① ある二つの量の割合として 捉え

られる数量について，その比べ方や

表し方について理解している。 

② 百分率の意味について理解し，百

分率を用いて表すことができる。 

③ 比較量と基準量から割合を求めた

り，基準量と割合から比較量を求め

たり，比較量と割合から基準量を求

めたりすることができる。 

① 日常の事象における数量の

関係に着目し，図や式などを用

いて，ある二つの数量の関係と

別の二つの数量の関係との比

べ方を考察し，場面にあった比

べ方を判断している。 

② 日常生活の問題（活用問題）

を，割合を活用して解決してい

る。 

① 二つの数量の関係に着目し，

割合を用いて比べることのよ

さに気付き，学習したことを生

活や学習に活用しようとして

いる。 

 

３ 単元計画（総時数１２時間） 

時 学習活動・本時の目標 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

２ 

○割合を用いた２つの数量関係の比べ方を図

や式を用いて説明することができる。 

・知①（行動観

察，ノート） 

・思①（行動観

察，発言，ノー

ト） 

・態①（行動観

察，発言，ノー

ト） 

３ 

４ 

○百分率や歩合の意味とその表し方を理解す

る。 

・知②（行動観

察，ノート） 

 

５ 

本時 

○比較量の求め方を説明することができる。 

○活用問題を解く。 

・知③（行動観

察，ノート） 

・思①②（行動観

察，発言，ノー

ト） 

６ 

○基準量の求め方を説明することができる。 

○活用問題を解く。 

・知③（行動観

察，ノート） 

・思①（行動観

察，発言，ノー

ト） 

７ 

○問題に取り組むことで，学習内容の定着を図

る。 

○知①（行動観

察，ノート） 

・思②（行動観

察，発言，ノー

ト） 

８ 

９ 

○和や差を含んだ割合の場合について，比較量

を求めることができる。 

 ○思②（行動観

察，発言，ノー

ト） 

１０ 

１１ 

１２ 

○これまでの学習に関連して新たな問題を設

定し，解決するとともに，統計的な問題解決

の方法を理解する。 

・知③（行動観

察，ノート） 

○知①②③（ワ

ークテスト） 

○思①②（行動

観察，ノート） 

殻を破れ！！自分の一歩を踏み出そう！！（課題対応能力） 

４ キャリア教育との関連 

（１）第３四半期で育てたい資質・能力 

 

 

（２）資質・能力を育てるための各教科，各領域等の指導 

第３四半期では，困難なことでも失敗をおそれず最後まで取り組む力を育てるために，第２四半期で見つ

けた自分のよさを生かしながら，自分で決めたことを一つずつ達成し，やり遂げる力を高めている。 

（３）本単元での学びと将来とのつながり 

本単元で二つの数量の関係を比べる場合に割合を用いることや百分率について学ぶことにより，日常生

活の場面で割合を活用して判断する力を高めることを見通して指導する。 

 
５ 本時の指導 （５／１２） 
（１）目標 

   数や式と日常の具体的な場面を関連付けながら考えることで，比較量の求め方を説明することができる。 

（２）展開 

学習活動 ○指導上の留意点 ◇個への対応 ※評価 
第３四半期の資質・能力を 

育てるためのほめポイント 

１ 問題場面を把握する。 

（１） 問題を確認する。 

果汁は何ｍLですか。 

（２） 本時の課題をとらえ見通し

もつ。 

どうやって考えたらいいかな。 

 

２ 課題を解決する。 

（１） 自力解決をする。 

 

 

 

 

（２） 全体で話し合う。 

 

 

 

 

 

（３） 飲み物を二人で等しく分け

ると，果汁の量はどうなるかを

考える。 

 

３ 本時の振り返りをする。 

（１） まとめをする。 

数や式に表すことで，何を求

めればよいかが分かりやすくな

る。 

（２） 学習感想を書く。 

 

○ 日常の具体的な生活場面を取り上げること

で，本時の学習への興味関心を高める。 

○ 問題場面を図に表し「果汁が２０％含まれ

る」という言葉の意味や何を求めればよいか

を理解することを通して，解決への見通しを

もつことができるようにする。  

 

 

○ 数や式，言葉で自分の考えを表現している

児童のノートに丸を付け称賛することで，粘

り強く取り組めるようにする。 

◇ 考えが進まない児童には，図に表すことで

何を求める問題なのかが分かるようにする。 

○ 数や式を用いて説明することを通して，比

較量の求め方について理解を深めることがで

きるようにする。 

【働かせたい数学的な見方・考え方】 

数や式を用いて基準量，比較量の数値の関係

を表したり，関係を適切に読み取ったりする。 

※  数や式と日常の具体的な場面を関係付けな

がら考えることで，比較量の求め方について

説明している。（行動観察，発言，ノート） 

 

 

○ 本時の学びが実生活に生かされていること

を問いかけることで，割合の考え方が生活に

つながっていることに気付くことができるよ

うにする。 

 

今まで習ったど

んな考え方が使

えるか、様々な

視点から考えて

いる姿 

数や式を用い

て，考えを伝え

ている姿 

資料１０

資料１１ 資料１２



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自己マネジメント力向上の取組  

～スケジュールプランナー（学習計画表）の 

活用～ 

・先を見通して自主学習の内容を決めて取り組む 

・なりたい自分のＰＤＣＡサイクルを回す 

・スケジュールプランナーから見取る児童の 

よさを日々の振り返りと学級活動（３）でつなぐ 

 

上は４学年のもの。 

 

下は５学年のもの。 

高学年では，小中接続の観点で 

一週間を見通せる形式にしている。 

第３四半期（１０～１２月）  「 ～殻を破れ！自分の一歩を踏み出そう！！～」 

週の計画（P） 

第３四半期の 

めざす自分 

月  日（月） 月  日（火） 月  日（水） 月  日（木） 月  日（金）  

 音読 音読 音読 音読 音読 

宿題 宿題 宿題 宿題 宿題 

自学 自学 自学 自学 自学 

今日のめあて（D）      

 

今日の大事な学校の

予定（P） 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

（持ち物） 

     

帰ってからの予定

（P） 

     １週間を振り返って先生から 

今日の振り返り 

今日のめあてや第３四

半期の自分に対する

振り返りを書こう 

     １週間を振り返ってお家の方 

連絡欄（家庭⇔学校） 

家の人から      

先生から 
 

 

    

今週の振り返り（C） 

（よかったことや、自分をほ

めたいこと） 

                         

 

                              

 

                         

 

                          

今週の当番 

来週がんばること（Ａ） 

                         

 

                              

 

                         

 

                          

日付 評価 ふり返り

5‐4‐3‐2‐1

5‐4‐3‐2‐1

5‐4‐3‐2‐1

　　　　今週のGood action　～自分のがんばりを　ほめよう～

・

　　名　前

やること

四
年
生
　
第
三
四
半
期
の
目
標
は
「

は
て
な
？
を
プ
ラ
ス
！
納
得
す
る
ま
で
や
り
と
げ
よ
う
。
」

10/
12

水

音読
れんらく　明日は3校時です。

読み上
げ ⑦四捨五入　整数

こ

宿題 先生から

10/
13

木

音読
れんらく　明日はろうかのワックスがけがあ
ります。

家の人から

読み上
げ ⑦

こ

宿題 家の人から 先生から

自学

自学

10/
14

金

音読
れんらく

家の人から 先生から

自学

読み上
げ ⑦

こ

宿題

（　　　　　　　　　　　）

お休み中はアクションしたかな？くわしく教えてね！

資料１３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年 総合的な学習の時間学習指導案 「棚倉で働く人たち」  

第４学年 1組 総合的な学習の時間学習指導案 

日 時：１２月９日（金）５校時   場 所：４年1組教室   指導者：内田 有子 

 

１ 単元名 「棚倉で働く人たち～棚倉町のために～」 

 

２ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○ 棚倉町で働いている人たち

が，棚倉町のために様々な工夫

や努力をしていることに気付

いている。 

○ 役場見学に向けて質問内容

を精選したり，見学中の状況に

合わせてメモの取り方を変え

たりするなど，相手や場面に応

じて適切に活動している。 

○ 棚倉町役場に勤めている人

たちの仕事が自分たちの生活

と関わっていることに気付い

ている。 

○ 役場見学での質問を，自分の

関心をもとに，課題に沿った内

容に決めている。 

○ 調べたことをもとに，棚倉町

で働く人たちと自分たちとの

生活を関連付けて考え，棚倉町

や学校生活の中で自分たちが

できることについて考えたこ

とをまとめ，表現している。 

○ 課題解決に向けた自己の取

り組みを振り返ることを通し

て，自分の意思で探究的な活動

に取り組もうとしている。 

○ 探究的な活動を通して，自分

の考えをもつとともに，自分と

違う友だちの考えを生かしな

がら，協働して課題解決に取り

組もうとしている。 

○ 棚倉町で働く人たちの仕事

に対する思いについての探究

活動の中で，自分にできること

を見つけようとしている。 

 

３ 単元計画（総時数６３時間） 

・〈課題設定〉   子どもたちの「気づき」からの課題設定・・・・・・・・２時間 

・〈探究活動１〉  棚倉町で働く人の仕事内容・・・・・・・・・・・・・１２時間 

・〈探究活動２〉  棚倉町で働く人の思い・・・・・・・・・・・・・・・１９時間 

         ドリームマップ出張授業・・・・・・・・・・・・・・・６時間 

・〈探究活動３〉  棚倉町のために自分たちにできること・・・・・・・・１４時間（11／14本時） 

・〈まとめと発表〉 活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０時間 

 

４ キャリア教育との関連 

（１）第３四半期で育てたい資質・能力 

 

 

 

（２）資質・能力を育てるための各教科，各領域等の指導 

第３四半期では，自分が興味をもったことに，粘り強く納得するまで取り組むことができる力を育

てるために，漢字・算数コンクールや理科「とじこめた空気と水」等において，自ら課題を見つけた

り，できるようになるための改善点を考えたりしながら繰り返し取り組む姿を見取り，称賛している。

粘り強く課題と向き合い，自ら調べたり友だちと話し合ったりしながら解決することができるよう，

意図的・計画的に指導している。 

 

（３）本単元での学びと将来とのつながり 

本単元で職業観や郷土愛を深めることにより，５・６年生で行うチャレキッズを充実した体験活動

につなげるとともに，働くことの喜びややりがいを見出しながら自分の将来について考えることがで

きることを見通して指導する。 

「はてな？」をプラス！納得するまで続けよう。 （課題対応能力） 

５ 本時の指導（１１／１４） 

（１）目標 

役場見学で学んだことをもとにして，働くことのよさについて考えることを通して，職業観や郷土

愛を深めることができる。 

 

（２）展開 

学習活動 ○指導上の留意点 ◇個への対応 ※評価 
第３四半期の資質･能力を 

育てるためのほめポイント 

１ 学習課題を確認する。 

 

 

 

 

２ 課題を解決する。 

（１） どの課で働いてみたいか

を話し合う。 

 

 ① ワークシートに選んだ課

とその理由を書く。 

 

 ② 考えを発表し合い，全体で

共有する。 

 

 

 

 

（２） 働くことのよさについて

話し合う。 

① 自分の考えをもち，友だち

と交流する。 

 

② 考えを発表し合い，全体で

共有する。 

 

３ 本時の振り返りを行う。 

（１） インタビュー動画を視聴

し，感想をもつ。 

 

（２） 働くことのよさについて

の自分の考えをまとめる。 

○ 年度当初の児童の職業観を提示するこ

とで，これまでの役場見学について振り返

るとともに，本時への興味関心を高める。 

 

 

○ 班ごとに作成した課のパンフレットを

全体で確認し，各課の特徴やよさを共有す

ることで，解決への見通しをもつことがで

きるようにする。 

○ 自分が選んだ課の理由について記述し

てあるワークシートに丸を付け称賛する

ことで，粘り強く取り組めるようにすると

ともに，発表への意欲を高める。 

◇ 困っている児童には，課のパンフレット

から，働く人の心情に注目させることで，

自分の考えをもつことができるようにす

る。 

 

○ 児童一人一人の考えの根拠を引き出す

ことで，働くことに対する多様な考えに気

付くことができるようにする。 

 

※ 働くことのよさに気付くとともに，自分

の将来について考えようとしている。 

（発表・ワークシート） 

 

○ 役場で働く保護者のインタビュー動画

を視聴することを通して，働くことをより

身近に感じるとともに，自分の将来につい

て考えることができるようにする。 

○ 本時で働くことのよさについて考えた

ことが，今後の学校生活や社会生活等に生

かされることを伝えることで，学びのつな

がりに気付くことができるようにする。 

 

 

 

課題解決に向けて

自分が納得するま

で考えている姿 

働くことのよさとは、

何だろう。 

 

自分の考えを表現

したり，友だちの考

えのよさに気付き

ながら真剣に聞い

たりする姿 

 

第６学年 第３四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示 学びを見通し振り返る～ 

左は第３四半期の初めのもの。右は第３四半期終わりのもの。学びの足跡がつまっている。 

育てたい
資質・能力

目指す姿

学年テーマ

月 10 11 12

行
事

体
験

学
級

づ
く
り

教
科

特
別
活
動

総
合

道
徳
科

第６学年　　　第3四半期キャリア教育関連表

課題対応能力

苦手な学習や行事に対しても諦めずに取り組むことで、
自己のさらなる成長を実感できるようにする。

失敗しても何度でも！
～よりよい自分へワンアップ～

国語科
みんなで楽しく

過ごすために

学級活動

「自分の役割」

地域の伝統を受け

継ぐ人の考えに

触れよう（和太

鼓）

・スタートダッシュの学級開き ・ルール確認（時間管理） ・朝清掃

ひ
と

誠実な人ー吉田

松陰ー

正直，誠実

体育科

体の動きを高

める運動

学級活動

振り返りと第4

四半期の目標

・ルール確認（時間管理） ・１年生のお手伝い ・朝清掃

持久走記録会音楽会

学級活動

中学校へ向けて

町交流学習

資料１４

資料１５



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
６
学
年

 
学
級
活
動
（３
） 
「よ
り
よ
い
自
分
へ
ワ
ン
ア
ッ
プ
」
 

第３学年 第４四半期 キャリア教育関連表 
～学年フロアに掲示 学びを見通し振り返る～ 

育てたい
資質・能力

目指す姿

学年テーマ

月 1 2 3

行
事

体
験

学
級

づ
く
り

教
科

特
別
活
動

総
合

道
徳
科

第3学年　　　第４四半期キャリア教育関連表

自分のよさを理解して
自己の目標に意欲的に　取り組む

やればできる！　やらなきゃできない！
よさを生かして　未来まで！

キャリアプランニング能力

ひ
と

・学校生活のルール確認 ・ハッピー＆ハッピータイム

・異年齢交流 ・友達のいいところみつけ（サンサンキッズ）

「こまったときは

お互いさま」（伝統

文化の尊重・国や郷土を愛
する態度）

探究活動
棚倉の食べ物の

よさを発表しよう

ひと

６年生を送る会

漢字・算数

コンクール

国語科
わたしたちの

学校じまん

学級活動
振り返りと３年生

のまとめをしよう

南中ソーランを

伝えよう

「しんぱんは自

分たちで」（公正、

公平、社会正義）

「すきなことだ

から髙橋尚子物

語」（希望と勇気、努力

と強い意志）

学級活動
６年生を送る会

を成功させよう

体育科
多様な動きを作

る運動

なわとび記録会

３年生児童の学びの姿 キャリア・パスポート 
～なりたい自分になるためのＰＤＣＡサイクル～ 

 

第
６
学
年
３
組

 
学
級
活
動

(
３

)
学
習
指
導
案

 

 
日
 
時
：
１
２
月
９
日
(
金
)
５
校
時
 
 
 
場
 
所
：
６
年
３
組
教
室
 
 
 
指
導
者
：
東
城
 
瞳

 
 

 
１
 
題
材
名

 
 
「
よ
り
よ
い
自
分
へ
ワ
ン
ア
ッ
プ
」

 
 ２
 
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
の
関
連

 
 
（
１
）
第
３
四
半
期
で
育
て
た
い
資
質
・
能
力
 

失
敗
し
て
も
何
度
で
も
！
～
よ
り
よ
い
自
分
へ
ワ
ン
ア
ッ
プ
～
（
課
題
対
応
能
力
）
 

  
（
２
）
資
質
・
能
力
を
育
て
る
た
め
の
各
教
科
，
各
領
域
等
の
指
導
 

 
 
 
 
第
３
四
半
期
で
は
，
自
分
の
行
動
を
内
省
し
，
工
夫
改
善
で
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
に
，
日
常
生
活
を
基

盤
と
し
て
，
国
語
科
「
み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
」
や
音
楽
会
，
持
久
走
記
録
会
等
に
お
い
て
，
意
図

的
・
計
画
的
に
指
導
し
，
自
己
の
成
長
を
振
り
返
り
，
次
の
活
動
に
向
け
て
工
夫
や
改
善
を
す
る
姿
を
見
取
り

称
賛
し
て
い
る
。

 
  
（
３
）
本
題
材
で
の
学
び
と
将
来
と
の
つ
な
が
り
 

 
 
 
 
本
題
材
で
，
様
々
な
経
験
を
す
る
中
で
培
っ
て
き
た
力
は
，
中
学
校
そ
し
て
自
己
の
将
来
に
お
い
て
，
生
き
て
働
く
大

切
な
力
で
あ
る
こ
と
を
自
分
の
成
長
を
振
り
返
り
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
，
今
後
の
学
校
生
活
や
社
会
生
活
等
に
お
い

て
も
，
な
り
た
い
自
分
に
な
る
た
め
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
見
通
し
て
指
導
す
る
。

 
 ３
 
本
時
の
指
導
（
１
／
１
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
１
）
目
標

 
 
 

 
 

 
 
目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る
こ
と
を
通
し
て
，
中
学
校
へ
の
進
学
を
見
据
え
な
が

ら
，
卒
業
ま
で
の
数
か
月
間
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
す
か
に
つ
い
て
意
思
決
定
し
，
実
践
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

 
 
（
２
）
展
開
 

 
学
習
活
動
 

 

 ○
指
導
上
の
留
意
点
 
◇
個
へ
の
対
応
 
※
評
価
 

 

第
３
四
半
期
の
資
質
・
能
力
を

 
育
て
る
た
め
の
ほ
め
ポ
イ
ン
ト
 

１
 
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

 
○
 
第
４
四
半
期
の
学
年
テ
ー
マ
を
提
示
し
，
中

学
校
生
活
に
向
け
た
準
備
期
間
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
本
時
の

学
習
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
 

 ○
 
自
分
た
ち
の
成
長
場
面
を
振
り
返
る
こ
と
を

通
し
て
，
様
々
な
経
験
を
す
る
中
で
培
っ
て
き

た
力
は
，
中
学
校
に
も
つ
な
が
る
大
切
な
力
で

あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
 

 ○
 
卒
業
ま
で
残
り
数
か
月
と
な
っ
た
小
学
校
生

活
に
目
を
向
け
，
今
後
の
見
通
し
を
も
た
せ
る

こ
と
を
通
し
て
，
目
標
で
あ
る
な
り
た
い
自
分

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

。
 

 ○
 
教
師
ま
た
は
児
童
同
士
が
肯
定
的
・
対
話
的

に
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
，
な
り
た
い
自
分
の

姿
を
前
向
き
に
検
討
し
，
意
思
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
 

◇
 
書
き
出
せ
な
い
児
童
に
は
，
な
り
た
い
自
分

に
つ
い
て
の
具
体
的
な
場
面
を
一
緒
に
考
え
る

こ
と
を
通
し
て
，
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
 

※
 
残
り
の
学
校
生
活
の
過
ご
し
方
を
考
え
，
な

り
た
い
自
分
を
意
思
決
定
し
て
い
る
。
 

（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
・
発
表

）
 

 ○
 
こ
れ
ま
で
の
経
験
は
，
今
後
の
自
分
を
つ
く

る
大
事
な
学
び
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
，
自
己
の

さ
ら
な
る
成
長
や
目
標
達
成
に
向
け
て
の
意
欲

を
高
め
る
。
 

                            

  

ど
こ
ま
で
も
ワ
ン
ア
ッ
プ
！

 

中
学
校
へ
向
け
て
，
今
か
ら
準

備
！

 

  

 ２
 
ど
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
か
に
つ
い
て
考
え
，
意
思

決
定
す
る
。
 

 （
１
）
成
長
場
面
を
振
り
返
り
，
今

後
の
見
通
し
を
も
つ
。
 

   （
２
）
今
後
の
目
標
を
立
て
る
。
 

 
 
・
ペ
ア
や
全
体
で
交
流
 

          ３
 
本
時
の
振
り
返
り
を
行
う
。
 

  
 

  

中
学
校
で
必
要
と
さ

れ
る
力
と
，
こ
れ
ま
で

の
自
分
た
ち
の
成
長

や
高
め
て
き
た
力
を

相
互
に
結
び
付
け
，
ワ

ン
ア
ッ
プ
し
続
け
る

こ
と
に
意
欲
を
高
め

る
姿

 

  前
向
き
に
取
り
組
ん

だ
り
し
て
き
た
姿

 

中
学
校
へ
の
進
学
を

見
据
え
，
残
さ
れ
た

学
校
生
活
を
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
き

た
い
の
か
考
え
，
意

思
決
定
し
て
い
る
姿

 

資料１６

資料１７ 資料１８



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校経営ビジョンのキャリア教育で目指す子どもの姿を具現化するルーブリック規準表 

月 日 テーマ

4 18 ①心の絆づくり

4 25 ４月の振り返り

5 2
自分も相手もハッピーになる
聴き方

5 9 ②心の絆づくり

5 30 ５月の振り返り

6 6
自分も相手もハッピーになる
話し方

6 13 仲間の誘い方と入り方

6 27 ６月の振り返り

7 11 ③心の絆づくり

8 29 ８月の振り返り

9 12 上手な断り方

10 3 困っている友だちには

10 17 ④心の絆づくり

10 24 １０月の振り返り

11 7 ケンカの仲裁

12 5 ⑤心の絆づくり

・バースデーチェーン

・サイコロトークで振り返り
・質問じゃんけん

・二人の気持ちをつなぐ橋渡し

宝物さがし

・ごめんね、〇〇なんだ

・相手の困り感を聴こう

・新聞パズル

・サイコロトークで振り返り
・山手線ゲーム

・サイコロトークで振り返り
・連想クイズ

・３つの話し方を知ろう

・サイコロトークで振り返り
・４つの窓

・「一緒にやろう」「まぜて」

ハッピー＆ハッピータイム(全１６回)活動計画
１　キャリアとの関連

・親和的な学級づくりのために、子どもたち一人一人が友だちとよりよい関係を築くスキル
を育てるとともに、そのスキルを安心して発揮することができる学級集団を醸成する一助
とする。
・今年度の重点：肯定的、対話的に関わる力（≒対立を仲裁できる力）の育成

２　留意点
・ハッピー＆ハッピータイムの名前の通り、体験を通して楽しく笑顔で行うながらスキルを身
に付けることができるようにする。学年間で共通理解を図りながら行う。
・活動後に振り返りの時間を確保し、子どもたちが感じたことや気づいたことを全体で共有
し、深める。

内容

・あいさつリレーor積み木自己紹介
・質問ジャンケン

・サイコロトークで振り返り
・登場じゃじゃーん

・共感的、受容的に聴こう

・いいとこ見つけ！

四半期末の評価を全教職員で共有 

 

キャリア・パスポートの有効活用 

全校学級づくりの時間の計画 

 

資料１９ 資料２０
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四半期ごとに各学年が設定した資質・能力の一覧 
年間を通して，４つ全ての能力を高めることにつながった。 
目指す姿を分かりやすくおろした「学年テーマ」をもとに，児童はなりたい自分を意思決定した。 

 

第４四半期 

第３四半期 

第２四半期 

第１四半期 

資料２３



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア教育関連表を活用して学びを振り返る  ～３年生～ 
 教師だけではなく，児童も振り返りを記入。教育活動に参画する児童の姿が見られた。 

 

資料２４

殻を破れ！！自分の一歩を踏み出そう！！～（課題対応能力） 

４ キャリア教育との関連 

（１）第３四半期で育てたい資質・能力 

 

 

（２）資質・能力を育てるための各教科，各領域等での指導 

第３四半期では，困難なことでも失敗をおそれず最後まで取り組む力を育てるために，第２四半期で見
つけた自分のよさを生かしながら，学習や持久走記録会等の行事において自分で決めたことを一つずつ達
成し，やり遂げる力を高めている。失敗を恐れずに挑戦した姿やあきらめずに最後まで取り組む姿を見取
り称賛している。特に社会科では，日本の産業において見出した課題を自分事として捉え，解決に向けた
アイディアや具体策を考える経験を積み重ね，児童各自の目標の達成につながるよう指導している。 

（３）本単元での学びと将来とのつながり 
本単元でこれまでの学習を生かして日本の工業生産の課題をどのように解決していくかを考え，学ぶこ

とにより，社会をより多角的に見つめ直し，課題を解決していく力を高めることを見通して指導する。 

 
５ 本時の指導（５／５） 
（１）目標 

    日本の工業生産の学習について振り返り，我が国の工業生産の特色についてまとめることを通して，こ

れからの工業の発展について考えることができる。 

 （２）展開 

学習活動 ○指導上の留意点 ◇個への対応 ※評価 
第３四半期の資質・能力を 

育てるためのほめポイント 

１ 問題場面を把握する。 

これから日本の工業生産の課題

を解決するにはどうすればよいか

な？ 

 見通し（資料や掲示物などから 

 ① 日本の工業生産のよさ 

 ② 外国との関わりや貿易の様子 

 ③ 現在行われている取り組みの例 

 

２ 課題を解決する。 

（１）自力解決をする。 

   資料をもとに解決策を考える。 

 

（２）グループで解決策を共有し，提 

  案をまとめる。 

（３）全体で話し合う。 

 

 

 

 

 

３ 本時の振り返りをする。 

（１）まとめをする。 

日本の工業生産がこれから発展

していくためには，様々な考え方

で工業のあり方を考えていく必要

がある。 

（２）学習感想を書く。 

 

○ 前時で学習した工業生産の課題と児童自
身のこれからの生活とのつながりを示すこ
とで，本時の学習への興味関心を高める。 

 

 

○ 日本の工業生産の長所と短所を示すとと
もに見学学習で行った環境創造センターで
の展示等を想起することを通して，解決へ
の見通しをもつことができるようにする。  

 

 

○ 机間指導しながら資料の読み方やアイデ
ィアのヒントを提示することで，具体的な
解決策を粘り強く考えることができるよう
にする。 

◇ Ｓ児が自力解決できるように，前時の学
習からヒントを示し，自分なりの考えをも
つことができるようにする。 

○ 観点や視点ごとに児童の提案を黒板に整
理し，日本の工業生産の課題について理解
を深めることができるようにする。 

【働かせたい社会的な見方・考え方】 

  日本の工業生産について日本の位置
や環境，人々の相互関係等の視点で捉
え，課題解決に向けて考えたり判断し
たりする。 

 

※  工業生産について学習したことを振り返
り，工業生産の課題や解決策について考
え，適切に表現している。 

（行動観察，発言，ノート） 

○ 本時の学びを振り返り，今後の日本の工
業生産について考えたことが数年後の選挙
や，主権者としての姿につながっていくこ
とに気付くことができるようにする。 

 

 

課題を自分事とし

て捉え，難しいこ

とでも最後まであ

きらめずに考えて

いる姿 

さまざまな考えを

受け止めて，課題

解決に向けて，よ

りよいものを試行

錯誤しながら考え

出そうとする姿 

資料２５

授業づくり３つの柱を指導案にも 
位置付け，授業改善に取り組んだ。 

【主な参考文献】 

○ 小学校学習指導要領                        文部科学省 

○ 小学校学習指導要領解説 総則編            文部科学省 

○ 小学校学習指導要領 特別活動編            文部科学省 

○ 小学校学習指導要領 算数編                文部科学省 

○ 小学校学習指導要領 総合的な学習の時間編  文部科学省 

○ 小学校キャリア教育の手引き           文部科学省 

○ キャリア教育フォービギナーズ          藤田 晃之 

○ 小学校だからこそ！キャリア教育！世田谷区立尾山台小学校の挑戦  

                    世田谷区立尾山台小学校（編著） 

                 長田 徹（監修） 

○ 資質・能力を追うキャリア教育 キャリア教育の町“棚倉”の挑戦  

               棚倉町教育委員会・棚倉町立棚倉小学校（著） 

                長田 徹（監修） 


